



















































































































































































































































留者からのものである。封筒の裏に 12 月 15 日の
日付らしき記載があり、文面と照らし合わせると






























































































































































福田孝は 1945（昭和 20）年 8 月 5 日に朝鮮の羅
南で応召したが 10 日ほどで終戦、その後、部隊
はソ連軍の捕虜となり、平壌からナホトカ経由で、


















































































































女学校卒業から 2 年後、1932 年 6 月、三枝は





















































































































































です。（1932 年 8 月 22 日付）
関東軍の謀略によって前年に満州事変が起き、








































































開始されたのは 1946 年 6 月 30 日、200 人が撫順
を出発している。三枝一家もこの一団の中にいて、
現金は 1 人千円だけ、腕時計は大人 1 個、宝石な
ど貴金属類は何も持てないままであった。舞鶴到



















































　第 14 収容所・第 6 支部イプポリトフカ駅その 1
2　氏名　　　　　フクジ　タカシ
3　生年及び階級　明治 41 年　兵
4　死亡年月日　　昭和 21 年 3 月 8 日
ソ連は、抑留した捕虜から尋問などで得た個人
情報を文書化して保管しており、厚生労働省は
2005 年にロシア政府から死者 40, 940 人の個人資
料の原本を撮影したマイクロフィルムを受け取っ

















1　表紙［1802 2005 1109］、2　病歴書［1802 
284
2005 1110］、3　死亡証書［1802 2005 1111］、4　















1946 年 3 月 8 日、車との衝突により死亡
OA467/Π-/-13600
（2）死亡証書［1802 2005 1111］
1946 年 3 月 8 日
以下の署名するところの我々は、下記事項に関して
当証書を作成した。
3 月 8 日午前 4 時、農業収容所第 16 支部で日本人軍
事捕虜フクダ・タカシが死亡した。

















［出生年］　1908 年（明治 41 年）
［階　級］　兵
［民　族］　日本人






























月 8 日、午前 4 時、患者は右股関節の外傷性損傷、
膀胱破裂、急性腹膜炎のため、死亡。
16 区医療部主任　　医療業務中尉　サイン
1946 年 3 月 8 日
応用社会学研究　2018　№ 60　285
（5）遺品証書 ［1802 2005 1113］
1946 年 3 月 8 日、我々（下記に署名）は、1946 年 3
月 8 日に死亡した捕虜福田孝（日本人）の下記の品
物を管理することにした。
1.毛皮のコート 1 点、2.毛布 1 点、3.冬用長靴 1 点、
4. 夏用ズボン 1 点、5. ゲートル 1 点、6. 上着 1 点、
7.帽子 1 点、8.暖かい下ズボン 1 点、9.冬用ジャケッ












付：1945 年 8 月 14 日　朝鮮Hanko（？）、地位変更


















ら 1959 年 11 月から 1974 年 7 月までの間、5 回
に渡って 26 カ所の墓地及び 3, 957 名の埋葬者に
ついて通報があった。1961 年に初めての墓参が



































生活福祉部計画課から 8 月 30 日付けで送られ、
参加者に決定したことが伝えられた。その書面に












9 月 25 日
　【結団式】
　成田発→ウラジオストク着




5028：第 13 収容所第 5 支部オケアンスカヤ駅
ウラジオストク発→ウスリークス着
【アルチョム市行政府表敬訪問】
9 月 27 日
【ウスリークス周辺慰霊巡拝】
5041：第 14 収容所第 7 支部ウォロシロフ市　
その 1
5042：第 14 収容所第 7 支部ウォロシロフ市　
その 2
【現地行政府表敬訪問】
5043：第 14 収容所第 8 支部ウォロシロフ市




5039：第 14 収容所第 6 支部イプポリトフカ駅
その 1
イッポーロトフカ発→アルセニエフ着
9 月 29 日
【アルセニエフ周辺慰霊巡拝】
5064：第 15 収容所第 14 支部セチュヘ地区
5103：第 567 個別労働大隊第 2 墓地
9 月 30 日
【アルセニエフ周辺慰霊巡拝】
5052：第 15 収容所第 6 支部ハラザ地区
【現地行政府表敬訪問】
アルセニエフ発→アルチョム着






10 月 2 日
ウラジオストク発→成田着
【解団式】
巡拝団の一行は、厚労省職員 2 名、通訳 1 名お





















































































































































　36 歳の、4 人の子どもがいる丙種合格の男に 8 月 3
日に召集令状を出した人は、本籍のあった大分県の中
津の市役所の役人ですね。先日、多摩市役所に行った
とき、自治労連と多摩市の職員組合のポスターを見ま
した。「私たちは二度と赤紙（召集令状）を配らない」、
そんな言葉でした。戦争はみんな加害者になるのです
ね。
遠藤和枝さんの語りは、父を知るたった一人の
肉親として、次の言葉で終わった。「父は死にた
くなかっただろうなと思います。今でも父のこと
を思い出すと涙が出ます」。
［注］
1） 奉天は中国、遼寧省の省都、瀋陽の旧称。十間房
は下級兵士の遊郭のあるところとして知られ、商
埠地とは外国人の経済活動を保護する目的の地域
である。
2） 満州国にかつて存在した市で、ソ連国境に接する
東安省の市。市に昇格する前は東安街と呼ばれた。
3） 遠藤和枝さんが経営する店の名前。多摩ニュータ
ウンができて家族で移り住んでから、遠藤さんは
編み物教室などを主宰し、1980 年には仲間とミニ
コミ誌『団地のをんな』を創刊するなどして、活
動する女たちが集う場を提供してきたが、1980 年
代の終わりに自らの生業とフリースペースが一体
となった空間として「夢屋」を開店した（枝川
1991）。高齢のため 2016 年閉店。
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